
地下深くに敷設された大口径配水管の漏水位置を、断水することなく正確に特定できる技術

大口径配水管に適用される漏水調査の手法として、二点相関式漏水発見装置※１や透過式漏水発
見器※２があるが、適用口径が制限される、断水が必要、正確な漏水位置の特定は困難といった課
題がある。
※１ 漏水が予想される箇所を挟んだ2か所にセンサーを設置し、漏水音の到達時間差や伝搬速度
から漏水位置を算出し漏水箇所を特定
※２ ヘリウムガスを管内に注入し、管体の漏水箇所から漏えいして地中を透過してくるヘリウム
ガスを地上の検知器で捉えることにより、漏水位置を特定

地下深くに敷設されている大口径配水管の漏水については、IoTを活用した遠隔監視型ロガーによ
り100～200ｍ程度の範囲で漏水の有無を判定可能な技術の開発が進んでいるが、正確な漏水位置
を特定する技術は確立されていない。

東７ 地下深くに敷設された大口径配水管の漏水位置特定技術

1  課題を抱える業務の内容

3  こんな技術を求めています︕

2  課題の詳細

東京都

求める技術︓⑧



1  課題を抱える業務の内容

3  こんな技術を求めています︕

堺６ 上下水道施設の被災・復旧状況のマッピング

2  課題の詳細

求める技術︓③、⑧

堺市

4  技術の導入により代替が期待される業務

大規模災害発生時には上下水道施設の被害・復旧状況を迅速に

把握し復旧等対応していくこととしており、現在はクラウド上のエク

セル（右図）に被災・復旧状況を入力し共有することとしています。

 上下水道に関する施設を地図上に表示し、被災・復旧状況などを入力できる技術

 管路の被災状況に応じて断水や下水の使用制限区域等を表示できる技術

 平時利用として上水・下水の既存台帳システムと連携がとれる技術

 災害時の被災・復旧状況の共有業務（効率化）

 平時からの上下一体的な取組による業務効率化

エクセルでの共有について、住所表記となるため土地勘のない職員には場所が分かりにくい。また、上水・下水が一体的

に復旧対応していく（断水解消に合わせて下水の応急復旧を行うなど）にあたって、住所表記ではそれぞれの施設の関連性

が分かりにくいという課題を抱えています。

エクセルデータ



3  こんな技術を求めています︕

2  課題の詳細

⽔道施設の適切な維持管理においては、漏⽔を早期に発⾒し修理することで、事故を未然に防ぐ
取組みを進めていますが、それでも多くの漏⽔は、⼀般の⽅からの通報により対応しているのが実
情です。河川の⽔質事故では、ほとんどが関係機関からの通報となっています。

⼀⽅で、スマートフォンの普及により、漏⽔事故や⽔質汚染を疑わせるような写真が、驚くほど
のスピードでSNSに投稿され、拡散していきます。

漏⽔事故や⽔質汚染の情報がすぐに入⼿できれば、通報システムよりも迅速に被害箇所等を把握
することができます。

現在、⼀般からの通報を受けるシステムが開発されていますが、事前にアプリを登録するなどの
準備が必要で、情報提供者には限りがあるため、これと併用して、SNSのサイトを巡回し必要な情
報の収集と併せ、⾏政ネットワークとの連携が可能なシステムが望まれます。

 ⼀般の⽅が、漏⽔や⽔質事故を通報し、地図情報に表⽰できるシステム
 SNS等のサイトを巡回し、給⽔区域内の漏⽔や⽔質に関する写真・位置情報の収集システム
 ⾏政ネットワークとの連携により、⽔道事業者が整備している⽔道施設台帳との情報共有が

図れるシステム

神１ 漏水事故や水質汚染などの迅速な情報収集 求める技術︓①⑧

神奈川県

1  課題を抱える業務の内容



1  課題を抱える業務の内容

3  こんな技術を求めています︕

 高精度な漏水調査、劣化診断、劣化予測（劣化予測）、改築・改修工事の計画、水運用までの技術

想定される技術：AIによる漏水検知、劣化診断（劣化予測）、薬品投入技術 など

水道管の老朽化による更新需要の増大が要因で、改築工事や修繕工事の対

応、大雨等の風水害や地震に対する対策などに遅れが生じています。また、

水道管の漏水を調査できる熟練職員の不足により、管の破裂や漏水の頻度が

上がるなど、有収率の改善が図れていません。

静５ 有収率改善に向けた水道DXソリューション

水道DXソリューション概念図

管路の漏水調査（音聴調査）は毎年実施していますが、老朽化や劣化診

断・予測ついて詳細な把握ができていません。管の漏水調査・劣化診断（劣化

予測）・改築計画、また施設の送水圧力、流量、水質検査、薬品投入の作業を

自動化できれば、職員の作業量の大幅な軽減につながります。

2  課題の詳細

求める技術︓①②⑦⑧

静岡市

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量

水運用計画、管・施設の監視や制御業務、漏水調査（音聴調査）、水質検査、薬品投入業務

漏水調査費：8,000万円/年



1  課題を抱える業務の内容

3  こんな技術を求めています︕

福南4 急排空気弁からの微小漏水の検知

2  課題の詳細

求める技術︓⑧

福岡県南広域⽔道企業団

当企業団においては、取水場で取水した河川表流水をポンプ圧送によ
り、導水管を経由して浄水場へ送っています。
当該導水管は口径φ1,000ｍｍ、総延長が約12.1㎞で、52基の急排

空気弁（φ150）を有しています。
原則として常時導水していますが、設備点検等の維持管理に伴い、年

に10回程度は数時間の導水停止を行います。その際、管内の圧力変動
で急排空気弁のフロートが動き、導水を再開した際に、原水中の砂等が
噛み込むことで、急排空気弁からの微小漏水が発生することがあります。

対策として、導水再開後に少し時間をおいて管路巡視を実施してい
ますが、漏水量によっては、道路表面に水が現れるまでにかなりの
時間を要することがあります。
そのため、夜間や休日等に緊急対応する場合があります。
また、管路巡視にもかなりの労力と時間を割かれています。

急排空気弁からの微小漏水をリアルタイムで検知することができるシステム



1  課題を抱える業務の内容

3  こんな技術を求めています︕

浜３ 水道施設等における突発事故対応処理

2  課題の詳細

求める技術︓ ①⑧

浜松市

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量

昨今の異常気象等（雷・風雨）の影響や水道管の老朽化により、水道施設の故障（電気系・通信
系・制御系）や漏水が発生するが、職員による復旧作業時に故障箇所や原因がわからないために対
処できない場合があり、対応に苦慮している。

 職員間での技術レベルやノウハウ、経験等にバラつきがあるため、故障や漏水への対応ができず、
迅速な復旧に支障がでる場合がある。

 施設異常発生時に各施設の設備（機器類）単位ごとに、故障箇所と故障内容を検知させ、その対
処方法についてシミュレーションなどの結果を元に推測し、表示させることにより誰でも適切か
つ迅速に復旧対応ができる技術。

 職員の初動対応（現地確認及び復旧対応の判断）

 施設の異常発生毎

 漏水事故発生時に職員の経験値から判断していた現場対応を、管網図や遠方監視等のデータから
ＡＩ等を活用し、水流方向や水量、漏水影響範囲等を予測し、サポートする技術。



1  課題を抱える業務の内容

3  こんな技術を求めています︕

宇1 ＩＣＴを活用した流量・流方向の監視装置

2  課題の詳細

求める技術︓②⑧

宇都宮市

水道管口径，制御所能力の適正化や管末放水量の抑制等による効率的な水運用を行う必要がある。
また，水道管路の維持管理では漏水の早期発見，早期修繕に取り組んでいる。

・水道管路の流量や流方向を確実に把握し，的確な配水コントロールを行うことで効率的な水運用に取り組みたい。
・有収率が低下しており，有収率向上に向けて配水量と漏水量を正確に把握し，効率的・効果的に漏水箇所の特定

を行いたい。

配水ブロックを設定し，そのエリアの流量・流方向・水圧等を新設の仕切弁ではなく，既存の仕切弁等を活用し
て遠隔で監視するシステム



1  現状の課題

3  こんな技術を求めています︕

川２ 配水ブロック流量の把握

2  課題の詳細

写真など

求める技術︓①②⑧

川崎市

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量

川崎市では、２万人～４万人を１つの単位とする中配水ブロックが４０ブ
ロックあります。各ブロックの注入点における流量が把握できておらず、配
水管の更新計画や水圧管理、漏水防止対策をより効果的にできるように正確
な流量の常時監視技術が求められます。

各中配水ブロックの注入点（φ200～350）は、２箇所～５箇所で中配水４０ブロックの注入点は、合計１００
箇所を超えます。現在、各注入点に流量計は設置されておらず、管網解析の算定流量からブロックの水圧を把握し、
配水管更新時の口径選定を実施しています。今後、中大口径管路（400㎜以上の送・配水管）が一気に更新時期
を迎えるため、適正な口径選定や更新時の水運用計画策定などのために正確な流量の把握が必要となっています。

①200㎜～350㎜の流量計が不断水で設置可能であること
②流量の常時監視ができて、データ収集やイレギュラーアラーム機能（漏水検知など）があること
③メンテナンスが容易なこと
④震災時にも通信が可能なこと

中大口径管路更新に関する各種委託の簡略化
漏水事故や災害時の初動調査

流量計設置１００箇所以上（最大流速 3.0ｍ/ｓ程度）
定期メンテナンス１回/年程度

配水ブロック図


